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カ メ ラ の 配 線 方 法
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■PoE接続をする場合 ※PoE接続の場合は電源を接続しないでください

■PoE接続をせずに電源を取る場合
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◇電源：電源仕様は、DC12V 1Aとなります。

本機をPoE接続で使用する場合、本機の電源線（DCジャック）に
ACアダプタ等の電源供給装置を接続しないでください

◇音声入力（MIC/LINE）：外部オーディオソースまたはマイクを接続します。
◇音声入力（Line）：
アンプ内蔵のスピーカーを接続してください。遠隔からの音声は、双方向オーデ
ィオモードでライン出力から出力されます。

◇RJ-45 イーサーネット（100Base-T） / PoE（IEEE802.3af）
◇センサー入力 ：
外部アラームセンサーを接続します。センサーの種類としては、赤外線センサー、
モーションセンサー、炎/煙センサー、磁気センサーなどがあります。センサーの
2本の線を「センサー入力」に接続します。センサータイプ（NC / NO）は管理ペー
ジで設定できます。複数のセンサーデバイスを並列に接続することができます。

◇初期設定値に戻す
IPカメラを購入時の初期設定値に戻すためのスイッチです。通電状態でカバーを
外してスイッチを約5秒間押してください。

PF-CW1020M PF-CW1020

機 能 説 明

重 要

Photo Coupler Open CollectorType
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ネットワークカメラの基本設定およびその他システム設定を行います。

1. PRO INITプログラムを起動し、メイン画面から設定を変更したいネットワー
　クカメラを選択します
2. 設定アイコン　　 を押してください。メニューから遠隔設定を選択すると、
　遠隔設定画面が表示されます。もしくは、メイン画面からネットワークカメラ
　を選択し、右クリックすると遠隔設定画面が表示されます。

 IDおよびパスワード初期値　ID：admin　パスワード：1234
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WEBビューアによる遠隔接続
IPカメラとビデオサーバーはWEBブラウザ経由で接続します。WEBビューアは、製
品によって異なる場合があります。

《メモ》
（1）プロンプトが表示された場合、必要に応じ、Active X
　　コントローラーをインストール、許可をしてください。

（2）IDとパスワードの初期値は、下記の通りです。
　　　　　　　　ID：admin　パスワード：1234
（3）対応ブラウザはInternet Explorerです。
　　※2017年1月末現在

W E B ビ ュ ー ア

① ② ③

④

⑤

①管理者ページ
②ライブビデオページ
③検索ページ

④コントロールキー
⑤PTZメニュー（PF-CW1020Mのみ）

■ Live画面 ■
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双方向オーディオ通信のオン/オフ制御。強調表示すると、双方向音声
通信が有効になります。双方向オーディオを設定するためにマイクが
PCに接続されていない場合は、エラーメッセージが表示され、一時停
止した画像が表示されることがあります。動画が停止している場合は、
動画を再生するためにWEBページを「更新」または「再接続」する必要
があります。

静止画をキャプチャーします。キャプチャーした映像は、【Basic 
Setup】で指定したフォルダに保存されます。

映像を180°回転させます。

ボタンをクリックしてチャンネルに接続します。

ビデオの接続を解除します。

映像サイズを調整します。

ボリュームコントロールとオーディオミュートコントロール。

センサーのステータスを表示します。強調表示された色は、センサー
が作動していることを示します。

【Upgrade】カメラのファームウェアをアップグレードします。アップ
グレードするファームウェアを選択し、[OK]をクリックするとアッ
プグレードが開始されます。
※ファームウェアのアップグレード中は絶対に電源を切ったりネッ
　トワークケーブルを外したりしないでください。

【Reboot】カメラを再起動させます。

コントロールキー

カメラポジションコントロール
パンチルトコントロール、ズームイン/ズームアウト

手動でピントを遠点に移動します。

手動でピントを近点に移動します。

自動的にピントを調整します。

PTZメニュー（本メニューは、PF-CW1020Mのみ使用できます）

Maintenance
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管理者ページが開始されると、下図のような画面が表示されます。管理ページの左側
にはさまざまな各設定メニューが表示され、メニューを選択すると右側には選択し
た設定メニューの設定状況が表示されます。

◇右上のドロップダウンリストから、言語の選択が可能です。
◇設定が完了したら、映像接続を開始するために「Live」ボタンをクリックします。
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カメラタイトルを登録する事ができます。カメラタイトル
は、WEBビューワーを介して表示されます。

音声入力の選択を行います。

デバイスに接続されたネットワークのアップリンクの最大
帯域幅を割り当てる。

ボックスをチェックして、映像を180°回転させます。

カメラタイトル

音声入力選択

最大アップ
ロードレート

ビデオ
ローテーション

ビ
デ
オ
帯
域
幅

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
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アプリケーションのプロファイルを選択します。デフォル
トは「メインプロファイル」です。クライアントが選択した
プロファイルをサポートしていない場合、ビデオを表示で
きないため、クライアントが選択したプロファイルをサポ
ートしているかどうかを確認します。

最大3つの異なるビデオストリームを異なるビデオチャン
ネルを通じて同時に送信することができます。各ビデオス
トリームのパラメータを決定します。

チャンネルのビデオコーデックを割り当てます。H.264ま
たはH.265またはM-JPEGのいずれかを選択できます。
M-JPEGの使用は、特定のソフトウェアにのみ適用される
ため、M-JPEGが選択されている場合、設定された解像度と
フレームレートに対して低“ビデオレート”が自動的に調整
されます。

プロファイル
選択

ストリーム

コーデック

解像度

ビットレート
コントロール

フレームレート

ビデオレート

オーディオレート

SDカード

ビ
デ
オ
エ
ン

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
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ネットワーク環境に合わせてネットワークパラメータを適切に設定してください。
このモードのパラメータの多くは、「HD INIT」で設定されたものと同じです。

【静的IPアドレス設定】IPアドレスを固定して使用する場合に選
択し、個別に「IPアドレス」、「サブネットマスク」、「ゲートウェイ」、
「DNS1」、「DNS2」を入力します。その情報については、ネットワ
ーク管理者またはISPに問い合わせてください。DNSを変更した
ら、カメラを再起動します。
【DHCP設定】IPを割り当てるDHCPサーバーがある場合は、この
モードを選択します。自動的にアドレスを指定します。
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ポート番号は、65,535の数値未満の整数でなければなりません。また、ポート
番号の重複は禁止されています。

HD UNITおよびLIVE映像用のポ－トです。

管理ページへの接続に使用されます。デフォルトは80です。

製品からリアルタイムの音声/映像データを送信するために使
用されます。 デフォルトはTCP 554です。
RTSPアドレス：rtsp：// camera_ip_address [：rtsp_port] / 
StdCh <1 | 2 | 3 | 4>

カメラがIPルーター（またはNAT）経由でネットワークに接続さ
れている場合は、このオプションを選択して、ポート転送を設定
せずにカメラに接続します。 この機能が正しく機能するために
は、IPルーター（またはNAT）をUPnPで有効にする必要がありま
す。 IPルーター（またはNAT）でUPnPを有効にする方法の詳細
については、それぞれのマニュアルを参照してください。

有効にするには、このオプションを選択します。 IPフィルタリ
ングにより、特定のIPアドレスからのカメラアクセスが可能に
なり、他のユーザーからのアクセスがブロックされます。
【追加】許容リストまたは拒否リストに新しいIPアドレスを追加
します。 ホストオプションを選択して、一度に1つのIPアドレス
を追加します。 選択するグループオプションを使用して、追加
するIPアドレスの範囲を定義します。
【削除 / 全て除去】許容リストまたは拒否リストから個々のIPア
ドレスまたはすべてのIPアドレスを削除します。

ネームサービスのために製品をDDNSサーバに登録することが
できます。

管理/監視
ツール

HTTP

RTSP

UPnP使用

IPフィルタリング
を使用

DDNSを使用

ポ
ー
ト
変
更
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「使用」を選択すると、802.1x認証が有効になり、認証が必要なク
ライアントとして動作するようになります。

EAPタイプを選択して認証方法を選択します。認証が成功する
には、クライアントとサーバーが同じ認証方法を使用する必要が
あります。各方法で使用されるフィールドは次の通りです。
【MD5】ユーザーネーム、パスワード
【TLS】ユーザーネーム、プライベートキーのパスワード
【PEAP】ユーザーネーム、パスワード

サーバー確認用認証。「インストール」からCA認証書をアップロ
ードします。

クライアント確認用認証。「インストール」からクライアント認証
書をアップロードします。

クライアントのプライベートキー。「インストール」からプライベ
ートキーをアップロードします。

802.1x

EAPタイプ

CA許可

クライアント許可

プライベートキー

設
定

許
可
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映像のコントラストを調整します（1～100）。

映像の輝度を調整します（1～100）。

映像のサチュレーションを設定します（1～100）。

映像の色調を調整します（1～100）。

OSDメニューで詳細な設定をすることが可能です。OSD時間表示を
有効または無効にしたり、OSD表示の位置を割り当てられたりしま
す。OSDで変更すると、変更された設定は常に保存されます。

映像の一部をマスキングします。マウスを一角に置き、マウスをクリ
ックしてドラッグします。ボタンを押してエリアを選択します。

ビデオ設定を初期状態に戻します。

追加ビデオ設定に移動します（詳細は次ページ）

コントラスト

明るさ

彩度

色相

OSD時間表示

プライベートマスク

初期値へ戻す

追加ビデオ設定
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画面上の明暗差が大きくなった際、WDR（ワイドダイナミックレ
ンジ）は最も明るい領域のレベルと最も暗い領域のレベルを調整
して全体のイメージをより鮮明にします。

設置されている照明の周波数の影響で画面がちらつく際に選択します。

暗い場所で電子シャッタースピードを指定のレベルまで低下さ
せ、より明るい画像が得られるようにします。

ビデオの鮮明度を調整します。

シャッタースピードを調整します。このオプションは、アンチフ
リッカ―とスローシャッターが両方オフに設定されている場合
にのみ使用できます。
【Auto】照明条件を自動で認識し、シャッター速度を自動的に調整
します。
【Manual】スライダを使用して、希望のシャッタースピードを選択
します。 カメラが設置されているエリアの照明条件に適した最小
シャッタースピードと最大シャッタースピードを選択します。

WDR

アンチフリッカ―

スローシャッター

鮮明度

露光制御

追 加 ビ デ オ 設 定
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スライダーを使用して、希望のシャッター速度を選択します。 カメ
ラが置かれているエリアの照明条件に適した最小シャッタースピー
ドと最大シャッタースピードを選択してください。

霧、煙、雨、スモッグなどの異常な環境の画像は、通常の画像よりもダ
イナミックレンジが低くなります。 この機能はコントラスト強調で
あり、このような欠点を克服するために使用されます。

レンズアイリスの開き具合を調整します。
【DC Iris（自動）】システムが照明条件を認識し、自動的にIRISの開
放度を調整します。
【DC Iris（全開）】システムが照明条件を認識し、IRISの開放度を完
全に開いた状態に連続的に調整します。

2次元ノイズリダクションの設定を行います。 

3次元ノイズリダクションの設定を行います。 

露出補正のゲイン値を設定します。 露出は、指定された目標ゲイ
ンに基づいて自動的に補正されます。 ゲインが高いほど、画像が
明るくなります。

バックライトモードを選択します。 この機能は、明るすぎたり暗
すぎたりするように見える領域を調整するのに便利です。
【使用】バックライトのために被写体が暗く見える場合、BLCは全
体的に暗い被写体が明るくなるように画像の明るさを調整します。
【HSBLC】画像の最も明るい部分をHSBLCでマスクし、画像の残
りの部分がより鮮明に表示されるようにします。

IR LEDの明るさを設定します。 値を大きくするほど明るくなります。

ホワイトバランスモードを選択します。この機能により、異なる光源
から放出される色に基づいて色温度を調整することができます。 照
明は、一般に、色温度と呼ばれ、ケルビン（K）の測定値で表されます。

バックライトモードを選択します。
【使用しない】画像は常にカラーで表示されます。 自動切り替えは
発生しません。

追加ビデオ設定を初期状態に戻します。

ビデオ設定に移動します（詳細はP24）

シャッター
スピード
コントロール

霧補正

オートアイリス

2DNR

3DNR

夜間時の
露出補正

逆光補正

IR強度

ホワイトバランス

白黒モード

初期値へ戻す

ビデオ設定
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ユーザーのIDとパスワードを変更したり、各ユーザーに異なる属性を割り当てたり
することもできます。設定が完了したら、「保存」をクリックして設定値を保存してく
ださい。

ユ ー ザ ー 管 理 ＆ 時 間 設 定
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【ユーザーネーム】管理者ID。初期値は“admin”です。
【パスワード】管理者パスワード。初期値は“1234”です。
【パスワードの確認】管理者パスワードの確認のため、同じ文字
を入力してください。
※セキュリティを高めるため、パスワードの変更を
　おすすめします。

【ユーザーネーム】追加したいIDを入力。最大100名のユーザ
ーを追加できます。
【パスワード】ユーザーパスワードを入力してください。
【属性】システムリソースへのアクセスについては、ユーザ
ーに異なる特権を割り当てることができます。
「アップグレード」「アラーム・アウト制御」「設定」「検索」「カ
ラーコントロール」「バックアップ」「PTZコントール」を任
意で選択します。

登録しているユーザーの選択と情報の削除ができます。

管理者が「匿名のログインを許可する」項目をチェックす
ると、Webビューアに「anonymous」で接続できます。
（参考）

【Webビューアのログイン画面】

注意：「匿名PTZ操作を許可する」チェックボックスをオンに
すると、匿名の人がPTZの動きを制御できます。 ただし、カ
メラはPTZ機能をサポートしている必要があります。

現時刻を表示します。

タイムゾーンを設定します。

【NTPサーバーとの同期】製品に登録されている時間と、イン
ターネット上のタイムサーバーに登録されている時間とを
同期させます。 タイムサーバーが製品から届かない場合は、
「タイムサーバーの特定」フィールドに入力してタイムサー
バを割り当てることができます。
【PC時間との同期】製品に登録されている時間とPCの時間を
同期させます。
【手動設定】時間を手動で設定します。必要な書式でフィール
ドを入力します。

管理者

ユーザー設定
追加

ユーザーリスト

閲覧認証

現時刻

タイムゾーン

時間設定
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セ ン サ ー ＆ キ ャ プ チ ャ ー 設 定

センサーとビデオキャプチャーの設定を行います。キャプチャーされた映像は、FTP
でユーザーに送信することも、カメラに装着されたSDカードに保存することもでき
ます。
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センサータイプを選択します。 センサーは2種類あり
ます（ノーマルオープン/ノーマルクローズ）。

センサーイベントの有効/無効およびセンサーイベン
ト発生時の動作を選択します。

モーション検知イベントの有効/無効およびモーショ
ン検知イベント発生時の動作を選択します。

オーディオ検出イベントを有効/無効およびオーディオ
検出時の動作を選択します。モーション検知イベントに
適用される送信方法が送信に適用されます。

添付ファイルの有無を選択します。

FTPによる画像アップロードの時間（プリ録画/ポスト録
画）を設定します。設定した録画時間の間、1秒ごとに画像
がアップロードされます。

内蔵のSDカードに録画する時間（プリ録画/ポスト録画）
を別々に設定できます。

録画を選択すると、SDカードに映像を録画します。 まず、
SDカード（Class 6以上）が正しく挿入されていること
を確認してください。
【フォーマット】挿入されたSDカードをフォーマットす
るには、このボタンをクリックします。 SDカードをフォ
ーマットすると、カードに保存されているすべてのデー
タが消去されます。
【ステータス】SDカードが正しく挿入されている場合に
総容量が表示されます。

センサー1

センサートリガー

動体検知選択

音声検知選択

添付ファイルタイプ

FTP
アップロード

SDカード

SDカード管理

イ
ベ
ン
ト
設
定

録
画
時
間
前
後
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EメールおよびFTP接続情報を設定します。

メールの送信先を設定します。

メールの送信元を設定します。設定されていない場合、送信
者アドレスは "support@net-video.net"に設定されます。

《メモ》このフィールドに有効な電子メールアドレスが入力されて
いない場合、製品からの電子メールメッセージが受信者の電子メ
ールサーバーのSPAMフィルターを通過しないことがあります。

外部メールサーバーを使用している場合は、フィールド
に適切なパラメータを入力します。
【TLSを使用】は、SMTPサーバーによるログオン中にTLS
を使用する要求のみをチェックします。
【ポート】は、変更されたEメールサーバーのデフォルトポ
ートのみ使用してください。

キャプチャされたビデオデータを送信するためのIPアドレ
ス、ユーザー名、パスワード、およびFTPサーバーのディレク
トリを設定します。 デフォルトのFTPポート番号は21です。

受信Eメールアドレス

Eメールアドレス
へ戻る

SMTPサーバーの設定

FTPサーバー設定

E
メ
ー
ル
設
定

E メ ー ル ＆ F T P 設 定
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アラームとアラーム音声の設定を行います。

ア ラ ー ム ＆ 音 声 設 定

アラームの持続時間を設定します。

アラームのボリュームを設定します。

各イベントのアラーム音（オーディオファイル/.wav）を選択します。

出力時間

ボリューム

イベント種類

ア
ラ
ー
ム

音
声
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モーション検出領域を設定します。 最大3つの領域を設定できます。

各チャンネルのモーション検出の感度を設定します。

動体検知をする最小のブロック数を設定します。

設定をクリックし、ブロックを使用し動体検知する範囲を設
定してください。
【領域設定】動体検知を有効/無効にします。
【領域削除】指定している領域を削除します。
【セル】動体検知ブロックを個別に選択/選択解除します。
【リージョン】複数の動体検知ブロックを選択/選択解除します。
【フィル】すべての動体検知ブロックを選択/選択解除します。

チャンネル感度

ミニマムブロック

動体領域設定

動 体 検 知 設 定
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音声検知レベルを設定します。 音声検知は、システム内の動体検知の一部として処
理されます。

【スレッショルド】各チャンネルの音声検出の感度を設定し
ます。数値を下げると感度が高くなります。

《メモ》不必要な高感度で誤った音声アラームが生成される
可能性があるので、テスト後に最も適切なレベルに値を設定
する必要があります。

音声検知を使用

音 声 検 知 設 定
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本製品で使用するアラーム音声ファイルやシステム変数ファイル（カメラ設定ファ
イル）のアップロード/ダウンロードおよび設定のリセットができます。

インストールをクリックして、オーディオ（.wav）ファイルを
カメラにインストールしてアラーム音を鳴らします（16ビッ
ト、16Khzエンコードファイルのみサポート）。

現在の設定を.xmlファイルとしてエクスポートします。 ボタ
ンをクリックし、ファイル名を入力します。

セットアップファイルを開き、その設定をカメラに適用しま
す。 ボタンをクリックし、セットアップファイルを選択しま
す。 ファイルのネットワーク設定（DDNSなど）を適用するに
は、「ネットワーク設定を含める」を選択します。ネットワー
ク設定の詳細については、ネットワークページを参照してく
ださい。

日付/時刻以外のすべての設定を出荷時の初期値に戻します。
ネットワークの初期設定を読み込むには、「ネットワーク設
定を含める」を選択します。 ネットワーク設定の詳細につい
ては、ネットワークページを参照してください。

アラーム音声

システム変数ファイル
ダウンロード

システム変数ファイル
アップロード

初期値に戻す

ア ッ プ ロ ー ド & リ セ ッ ト
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（1）インストール後のトラブルシューティング
Q.チャンネル名もビデオも表示されず、最終的にタイムアウトメッセージが表示されます。

A.デバイスの電源とネットワーク接続を確認してください。 
ネットワークが正常に動作しているかどうかを確認するには、ブラウザを開いて任意の
サーバーに接続してください。
　例）http://www.google.com
または、MS-DOSプロンプトを開き、次のように入力します。
　例） ping www.google.com

次にEnterを押します。

❶「Reply from ...」というメッセージが表示された場合は、ネットワークが動作して
　いることを意味します。正しくデバイスが接続されているかどうかを確認するに
　は、MS-DOSプロンプトを開き、次のように入力します。
　ping [サーバーのIP]　例）ping 192.168.1.112

❷返信メッセージが表示された場合、サーバーが正しく接続されていることを意味
　します。返信メッセージが表示されない場合は、ネットワークケーブルと電源ケー
　ブルが正しく接続されているかどうかを確認してください。

ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ
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Q.サーバーの名前は表示されますが、ビデオは使用できません（WEBのフレームのみ）。

A.この場合、ネットワーク接続に問題はありません。 以下を実行してください。

◇ビデオが製品に正しく適用されているかどうかを確認してください。
◇製品とクライアントの間にファイアウォールが存在するかどうかを確認し、ネッ
　トワークがNATタイプかどうかを確認してください。
◇TCPを通して製品に接続します（TCPのみが利用可能です）。ネットワークタイプ
　がNATの場合は、「ポートマッピング」を実行する必要があります。NATサーバは、
　特定のポートを介してパケットを「ポートマッピング」を通じて製品に送信します。
　IP共有デバイスは、一般に「ポートマッピング」機能を有します。 
　手順の詳細は、IP共有デバイスのマニュアルを参照してください。

（2）デバイスに正常に接続した後のトラブルシューティング
「映像の動作が遅い」
管理ページの基本設定で、「品質」を下げてください。 高品質とは、より多くのデータ
を意味します。 また、「最大」を設定することもできます。 アップロードレートを高
い値に設定します。 ただし、この値は、ネットワークの最大アップロード速度よりも
低くする必要があります。 たとえば、ネットワークの最大アップロード帯域幅が
400Kbpsである場合は、合計「最大」を設定します。 アップロード速度 "を384Kbps
と設定します。 これを高く設定すると、ビデオ画像がアーティファクトで破損する
可能性があります。 ネットワークの最大アップロード帯域幅については、ネットワ
ーク管理者またはISPに問い合わせてください。

Q.映像が鈍く、緑色 または、ピンク色の点が見えます。

A.これは、PCのパフォーマンス制限によって引き起こされる可能性があります。
ビューアプログラムを実行している間、あまりにも多くのプログラムを実行しない
でください。もう1つの理由は、デバイスからの送信でデータが失われている可能性
があります。
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Q.モザイク現象が発生します。

A.モザイク現象は、ビデオの解像度とフレームレートを考慮して十分なネット
　 ワーク帯域幅がない場合に発生します。 
例は704×480のビデオで、最大値は低いです。
アップロードレート、帯域幅の狭いネットワークでは、解像度とフレームレートを低
い値に調整することをお勧めします。

（3）その他
OCXのインストールと実行に関するメッセージが画面またはモニタに表示される
場合は、それを受け入れる必要があります。



本製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および
記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生じた場合には、保証書記載内容により、
お買い上げの販売店（または工事店）が修理いたします。その他の詳細は、保証書をご
覧ください。

●保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店にご相談ください。
　修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望により有料修理いたします。
●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対する営業損失は補償対象外にな
　ります。

ア フ タ ー サ ー ビ ス に つ い て

〒105-6109 東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービルディング9階
TEL：03-6809-1217
FAX：03-6809-1701

株式会社日本防犯システム
http://www.js-sys.com/

仙台支店　　〒980-6023 宮城県仙台市青葉区中央4-6-1 住友生命仙台中央ビル23階
名古屋支店　〒451-0046 愛知県名古屋市西区牛島町2-5 トミタビル9階
大阪支店　　〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島5-5-15 新大阪セントラルタワー5階
広島支店　　〒730-0051 広島県広島市中区大手町2-8-5 合人社広島大手町ビル10階
福岡支店　　〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前3-5-7 博多センタービル11階
札幌営業所　〒060-0042 北海道札幌市中央区大通西12-4-69 あいおいニッセイ同和損保札幌大通ビル7階
横浜営業所　〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜3-7-18 EXPERT OFFICE新横浜7階
高松営業所　〒760-0017 香川県高松市番町1-6-8 高松興銀ビル4階

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。
① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番
③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは


